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門真市立第七中学校 

    校長 田仲 正樹 

 ３学期の始業式で、生徒のみなさんに「授業を通じて、一生使えるお守りを手に入れてほ

しい」という話をしました。 

○「もっと良くなりたい」と願う向上心（きりひらく力） 

○失敗を恐れずにやってみるチャレンジする力（きりひらく力） 

○なかまと協力して粘り強く考え抜く力（つながり紡ぐ力、まなび続ける力） 

この３ヶ月間、生徒のみなさんは、授業のなかで、正解が分からない問いに対しても「ま

ずは言ってみよう」と勇気を出して発言したり、仲間の意見を聞いて「なるほど、そういう

考えもあるのか」と自分の考えを深めたりすることができたでしょうか。この一年間で、テ

ストの点数という「数字」だけではない、「数値では測りきれない力」を確実に蓄えてきた

と思います。思うような結果が出なくて悔しい思いをしたこともあったかもしれません。し

かし、その「悔しい」と思ったこと自体が、「向上心」がある証拠です。また、粘り強く取

り組んだプロセスそのものが、将来を支える強い土台になっています。修了式の日に手渡さ

れる通知表には、そうした「目に見えない努力」や「変化」も込められています。ぜひ、生

徒のみなさんは、自分の成長をまっすぐに認めてあげてください。明日から春休みが始まり

ます。４月からは、それぞれ学年が一つ上がります。生徒のみなさんがこの一年間で手に入

れた「一生使えるお守り」は、場所が変わっても、学年が変わっても、使い続けることがで

きます。春休みは、次のステージでどんな自分になりたいかをゆっくり考える時間にしてく

ださい。４月の始業式で、さらに逞しくなった皆さんに会えることを楽しみにしています。 

第４７回卒業証書授与式がありました 

 ３月１３日(金)に第４７回卒業証書授与式が行われました。保護者の方々や来賓の方々の

拍手につつまれて、３年生が体育館に入場してきました。開式の言葉、国歌・校歌の斉唱の

後、担任の先生が生徒の名前を読み上げ、私から卒業証書を３年生一人ひとりに渡しました。

学校長式辞、卒業記念品の紹介があり、卒業生６人の言葉です。自分自身や将来の夢に関す

ることや家族や周りの人たちへの感謝の気持ち、中学校で経験したことや学んだことについ

てで、自分たちが感じたことが素直に言葉として出ていて、とても心がこもったものになっ

ていました。最後に卒業生の歌、「群青」、「正解」を合唱して閉会となりました。合唱もし

っかりと声も出ていて、心温まるよい式となりました。 

 

 

 

 

 



校内研修を実施しました 

 ３月１６日(月)に外部講師をお招きして、今年度２回目のＰＢＳ（ポジティブ行動支援）

の研修を実施しました。行動理解の枠組みと行動のメカニズムについてくわしく教えていた

だきました。そして、ＰＢＳの基本的な考え方、具体的な進め方等についても事例を挙げな

がら学ぶことができました。七中では昨年度よりＰＢＳに取組んでいます。ＰＢＳは子ども

にとっても教職員にとっても安心・安全であり、行きたくなる学校づくりの枠組みです。今

後も内容を考えて取組みをすすめていきます。 

 また、３月１８日(水)には、門真市教育委員会の伴走チームによる学力向上研修を実施し

ました。最初に門真市内や七中のデータをもとに七中の強みや課題について説明がありまし

た。そこから「定着」について着目し、「生徒主体の授業」の推進の向けた「方略」指導と

いうことでグループワークを交えながら「方略」について学びました。その後、本校の道徳

推進教師から「ロイロノートを使った道徳」ということで、実際にロイロノート（授業支援

ソフト）にログインしながら道徳の研修を行いました。現在、道徳の授業は、道徳ノートを

使用していますが、来年度からは道徳ノートを使用せずに行う予定にしています。道徳の授

業を行う上での１つのツールとしてロイロノートの使い方を実際に体験しながら学ぶこと

ができました。 

 

 

 

 

 

２年学年行事がありました 

 ３月１７日(火)の３、４限目に２年生で学年行事がありました。教員や保護者の方にも参

加していただきました。クラス対抗で段ボール運びや借り人・もの競争、靴とばし、台風の

目などで大いに盛り上がりました。その後、全員で学校クイズと綱引きを行い、閉会式とな

りました。学年の最後に学年・学級の絆を深め、最高の思い出をつくることができました。 

 

 

 

 

 

生徒会選挙がありました 

 ３月１９日(木)の４限目に、オンラインで来年度の前期生徒会選挙

が行われました。５人の立候補者が、それぞれ公約や自己ＰＲを述べ、

その後応援演説がありました。各立候補者からは、生徒会行事や学校



の環境、学習環境についてなどが公約として挙げられていました。来年度、それぞれの公約

の実現にむけて取組みをすすめて欲しいと思います。 

～現時点での４月の予定～ 

４月６日(月) 入学式準備（新２年生登校） 

  ７日(火) 入学式 １年生クラス写真 

  ８日(水) 始業式 ２，３年生クラス写真（８時４０分登校、１０時５０分下校） 

  ９日(木) １年オリエンテーション、身体測定、給食開始 

 １０日(金) 離任式（６限） 

 １３日(月) クラブ紹介、クラブ仮入部開始 

 １４日(火) 心臓検診（１年） 

 １７日(金) 授業参観・懇談・ＰＴＡ総会・ＰＴＡ専門委員会 

 ２０日(月) 内科検診（３年＋２年２クラス） 

２１日(火) ３年全国学力学習状況調査（英：書く聞く読むこと調査・生徒質問調査） 

クラブ本入部 

  ２３日(木) ３年全国学力学習状況調査（国・数） 

内科検診（１年＋２年１クラス） 

  ２８日(火)  ３年全国学力学習状況調査（英：話すこと調査） 

  ２４日(金)～５月１日(金) 二者懇談（全学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様、地域の皆様、この 1 年間本校の教育にご協力･ご支援賜りまして誠にあり

がとうございました。春休み中はご家庭と地域で引き続き見守りをよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



困ったときの学校外の相談窓口 

 
○『すこやか教育相談２４』 

  ０１２０－０―７８３１０    

＊24 時間対応の電話相談窓口です。（ＩＰ電話からは、かかりません。） 

 

○ 大阪府教育センター『すこやか教育相談』 

すこやかホットライン（子どもからの相談）  ０６－６６０７－７３６１   

Ｅメール：sukoyaka@edu.osaka-c.ed.jp 

さわやかホットライン（保護者からの相談）  ０６－６６０７－７３６２   

Ｅメール：sawayaka@edu.osaka-c.ed.jp 

しなやかホットライン（教職員からの相談）  ０６－６６０７－７３６３   

Ｅメール：sinayaka@edu.osaka-c.ed.jp 

＊電話相談   午前９時 30 分～午後５時 30 分 月～金曜日（祝日・休日・年末年始は除く） 

＊Ｅメール相談 24 時間受付（回答は後日） 

＊ＦＡＸ相談  ０６－６６０７－９８２６ 

 

○ 被害者救済システム『子ども家庭相談室』 

＊大阪府教育委員会が運用する権利擁護機関による相談窓口です。 

（18 歳未満のみの対応）０１２０－９２８－７０４［無料電話］ 

（保護者等）０６－４３９４－８７５４ 

＊午前 10 時～午後８時  月・火・木曜日（祝日・休日は除く） 

 

○ 児童相談所全国共通ダイヤル 

    １８９「イチハヤク」  

＊児童虐待に関する通告や子育ての悩み等の相談窓口です。 

 

○ 『ＬＩＮＥ相談』 

実 施 日：毎週日・月・火・水・木曜日  

相談受付時間：午後７時～午後９時 30 分 

    相談対象者：府内の小学校・義務教育学校・中学校・高等学校・支援学校の児童生徒 

＊学校に配付される『ＬＩＮＥ相談』カードに掲載されている二次元コードから 

アクセスができます。 

カードがない場合は、各校で掲示されるポスターをご覧ください。 

 

○ 大阪府不登校支援センター『まいど』  

＊不登校に関する電話相談です。 

  実施日：午前 10 時 00 分～午後４時 00 分 月～金曜日（祝日・休日・年末年始は除く） 

  連絡先：０６―６６９４―３３０３ 


